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成果の特徴
• 輸送時の傷が問題となるイチゴについて、振動強度と損傷との関係を調査しました。
• 損傷程度を簡易に予測する振動強さの指標（Grms)を提案しました。

成果の活用
輸出拡大が求められている青果物の損傷ロス対策に有用と考えています。
今後は、イチゴ以外の青果物への展開を検討しています。
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茨城県との共同研究の成果です。
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*現時点では、同じ包装容器に限り評価可能
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